
平成31年度　立川市立上砂川小学校

研究構想図 
～社会的な背景～ 

2020年度 小学校学習指導要領の全面実施 

〇情報活用能力 

・学習の基盤となる資質・能力の1つ 

・「プログラミング的思考」を含む 

・情報モラル教育の充実 

～学校教育目標～ 

◎心美しい子 

◎自ら考える子 

〇たくましい子 

～児童の実態～ 

〇多くの児童が主体的に授業に参加し、他者と

協働して意欲的に学び合っている。 

〇問題を解決するための見通し・方法・試行錯

誤をする児童はまだ多くない。 

研究主題 

これからの社会を生き抜く 情報活用能力の育成 
～プログラミング的思考・情報モラルを育む授業を通して～ 

カリキュラム・マネジメントによる計画的・継続的な取り組み 

情報モラル 

A分類 B分類 

各教科等での学びを確実

なものにしている 

〇正しい判断力 

〇相手を思いやる 

〇ルールやマナー 

〇危機回避の理解 

〇情報セキュリティー

の知識・技能 

C分類 

プログラミング教育のねらい 

「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」（プログ

ラミング的思考）「学びに向かう力、人間性等」 

計画 

「特別の教科 道徳」 

総合的な学習の時間 

学級活動など 

A分類 学習指導要領に例示 

   【算数、理科、 

    総合的な学習の時間】 

B分類 学習指導要領に例示なし 

C分類 教育課程内で各教科等 

           とは別に実施 

           【1、2年 情報】 

自ら意図する動きを「実現させたい」 

プログラミング的思考 

楽しさ 面白さ 達成感 問題を見出す 

ICTの機器を使いたい 

プログラムのよさ等への気付き 

もっと活用したい 上手に活用したい 

実践 

評価

≪低学年≫ 

〇ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ的思考：自ら意図する動

きを実現させるため、楽しみながらﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑを作る児童。うまくいかない経験

を通して考えたり、成功した時の達成

感を次への原動力にしたりする児童。 

〇情報ﾓﾗﾙ：決まりを守り、人の作った

ものを大切にする児童。 

≪中学年≫ 

〇ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ的思考：自ら意図する動きを

実現させるため、思い付きや当てずっぽう

で命令を変えるのではなく、うまくいかな

かった場合には、どこが間違っていたのか

を考え、修正や改善を行う児童。 

〇情報ﾓﾗﾙ：節度あるｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図る児童。 

めざす児童像 

≪高学年≫ 

〇ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ的思考：自ら意図する動き

を実現させるため、既習の知識・技能等

を活用し、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを用いて問題を解決

する児童。ICT機器やﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのよさに

気付く児童。 

〇情報ﾓﾗﾙ：法や著作権、ﾙｰﾙやﾏﾅｰを知

り、実生活に生かす児童。 


